
IPサービスの設定

Cisco MDS 9000ファミリスイッチは、イーサネットとファイバチャネルインターフェイス間
で IPトラフィックをルーティングできます。VSAN間でトラフィックをルーティングするに
は、IPスタティックルーティング機能を使用します。この機能を使用するには、VSANをそ
れぞれ異なる IPサブネットワークに配置する必要があります。各 CiscoMDS 9000ファミリス
イッチは、ネットワーク管理システム（NMS）に対して次のサービスを提供します。

•スーパーバイザモジュールの前面パネルにある帯域外イーサネットインターフェイス
（mgmt0）での IP転送

• IP over Fibre Channel（IPFC）機能を使用した帯域内ファイバチャネルインターフェイス
での IP転送：IPFCはカプセル化技術を使用してファイバチャネル上で IPフレームを伝
送する手順を規定します。IPフレームはファイバチャネルフレームにカプセル化される
ため、オーバーレイイーサネットネットワークを使用しなくても、ファイバチャネル

ネットワーク上で NMS情報を伝達できます。

• IPルーティング（デフォルトルーティングおよびスタティックルーティング）：外部ルー
タを必要としない設定の場合は、スタティックルーティングを使用してデフォルトルー

トを設定できます。

スイッチは仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）機能の RFC 2338標準に準拠します。VRRP
は、冗長な代替パスをゲートウェイスイッチに提供する、再起動可能なアプリケーションで

す。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降、VRRP機能は Cisco MDS 9000シリーズスイッチでサ
ポートされません。

（注）

IPv6の設定については、ギガビットイーサネットインターフェイスでの IPv4の構成を参照し
てください。

この章は、次の項で構成されています。

•トラフィック管理サービス（2ページ）
• Management Interface Configuration（2ページ）
•デフォルトゲートウェイ（4ページ）
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• IPv4デフォルトネットワークの構成（5ページ）
• IP over Fibre Channel（7ページ）
• IPv4スタティックルート（12ページ）
•オーバーレイ VSAN（14ページ）
• DNSの設定（19ページ）
• DNSホスト情報の表示（20ページ）
• DNS機能のデフォルト設定（21ページ）

トラフィック管理サービス
帯域内オプションは RFC 2625標準に準拠し、これに従います。ファイバチャネルインター
フェイス上で IPプロトコルが稼働する NMSホストは、IPFC機能を使用してスイッチにアク
セスできます。NMSにファイバチャネル HBAがない場合でも、いずれかのスイッチをファ
ブリックへのアクセスポイントとして使用して、インバンド管理を実行できます（次の図を参

照）。

図 1 :スイッチへの管理者アクセス

Management Interface Configuration
スイッチ上の管理インターフェイスは、同時に複数の Telnetまたは SNMPセッションを許可
します。管理インターフェイスを介してスイッチを遠隔から設定できますが、スイッチにアク

セスできるようにまず IPバージョン4（IPv4）パラメータ（IPアドレス、サブネットマスク）
または IPバージョン 6（IPv6）アドレスおよびプレフィックス長を設定する必要があります。
IPv6アドレスの構成については、ギガビットイーサネットインターフェイスでの IPv4の構成
を参照してください。
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ディレクタクラスのスイッチでは、1つの IPアドレスを使用してスイッチを管理します。ア
クティブなスーパーバイザモジュールの管理（mgmt0）インターフェイスはこの IPアドレス
を使用します。スタンバイスーパーバイザモジュール上のmgmt0インターフェイスは非アク
ティブなままで、スイッチオーバーが発生するまでアクセスできません。スイッチオーバーが

行われると、スタンバイスーパーバイザモジュール上のmgmt0インターフェイスがアクティ
ブになり、アクティブであったスーパーバイザモジュールと同じ IPアドレスを引き継ぎます。

MDS管理インターフェイスが接続されているイーサネットスイッチ上のポートは、スイッチ
ポートの代わりにホストポート（アクセスポートともいう）として設定する必要があります。

（イーサネットスイッチ上の）そのポートのスパニングツリー設定をディセーブルにする必要

があります。これにより、（スパニングツリー設定がイネーブルであればイーサネットスイッ

チが実行する）イーサネットスパニングツリー処理の待ち時間によるMDS管理ポートの起動
待ち時間を回避できます。Ciscoイーサネットスイッチの場合は、Cisco IOSの switchport host
コマンドまたは Catalyst OSの set port hostコマンドのいずれかを使用します。イーサネット
スイッチの設定ガイドを参照してください。

（注）

手動による管理インターフェイスの設定を始める前に、スイッチの IPアドレスと IPサブネッ
トマスクを取得します。また、コンソールケーブルがコンソールポートに接続されているこ

とを確認します。

（注）

ここでは、次の内容について説明します。

IPv4の mgmt0イーサネットインターフェイスの構成
IPv4の mgmt0イーサネットインターフェイスを構成するには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

管理イーサネットインターフェイス（mgmt0）でイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface mgmt0ステップ 2

管理インターフェイスの IPv4アドレス（10.1.1.1）
および IPv4サブネットマスク（255.255.255.0）を入
力します。

switch(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.255.255.0ステップ 3

インターフェイスをイネーブルにします。switch(config-if)# no shutdownステップ 4
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IPv6の mgmt0イーサネットインターフェイスの構成
IPv6の mgmt0イーサネットインターフェイスを構成するには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

管理イーサネットインターフェイス（mgmt0）でイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface mgmt0ステップ 2

管理インターフェイスの IPv6アドレス
（2001:0DB8:800:200C::417A）および IPv6プレフィッ

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0db8:800:200c::417a/64

ステップ 3

クス長（/64）を入力し、インターフェイスの IPv6
処理を有効にします。

インターフェイスのリンクローカル IPv6アドレス
を自動的に設定し、インターフェイスの IPv6処理を
有効にします。

switch(config-if)# ipv6 enableステップ 4

インターフェイスをイネーブルにします。switch(config-if)# no shutdownステップ 5

デフォルトゲートウェイ
Cisco MDS 9000ファミリスイッチで、デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスを設定できま
す。

デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスを設定する場合は、IPv4スタティックルーティング属
性（IPデフォルトネットワーク、送信先プレフィックス、送信先マスク、およびネクストホッ
プアドレス）も使用する必要があります。スタティックルートの IP転送およびデフォルト
ネットワークの詳細を設定する場合は、デフォルトゲートウェイがイネーブルであるか、また

はディセーブルであるかに関係なく、これらの IPv4アドレスが使用されます。

デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスは、IPv4スタティックルーティング属性コマンド（IP
デフォルトネットワーク、送信先プレフィックス、送信先マスク、およびネクストホップア

ドレス）とともに設定する必要があります。
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スタティックルートの IP転送およびデフォルトネットワークの詳細を設定する場合は、デ
フォルトゲートウェイがイネーブルであるか、またはディセーブルであるかに関係なく、これ

らの IPv4アドレスが使用されます。これらの IPアドレスが設定されているにもかかわらず、
使用できない場合、スイッチは代わりにデフォルトゲートウェイ IPアドレスを使用します（デ
フォルトゲートウェイ IPアドレスが設定されている場合）。スイッチのすべてのエントリに
IPアドレスが設定されていることを確認してください。

ヒント

スイッチのデフォルトゲートウェイの IPアドレスを構成するには ip default-gatewayコマンド
を使用し、デフォルトゲートウェイの IPv4アドレスが構成されていることを確認するには
show ip routeコマンドを使用します。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

デフォルトゲートウェイの設定

デフォルトゲートウェイを構成するには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# configure terminalステップ 1

デフォルトゲートウェイの IPv4アドレスを設定し
ます。

switch(config)# ip default- gateway 1.12.11.1ステップ 2

デフォルトゲートウェイの構成の確認

デフォルトゲートウェイの構成を確認するには、show ip routeコマンドを使用します。

switch# show ip route
Codes: C - connected, S - static

Gateway of last resort is 1.12.11.1

S 5.5.5.0/24 via 1.1.1.1, GigabitEthernet1/1
C 1.12.11.0/24 is directly connected, mgmt0
C 1.1.1.0/24 is directly connected, GigabitEthernet1/1
C 3.3.3.0/24 is directly connected, GigabitEthernet1/6
C 3.3.3.0/24 is directly connected, GigabitEthernet1/5
S 3.3.3.0/24 via 1.1.1.1, GigabitEthernet1/1

IPv4デフォルトネットワークの構成
IPv4デフォルトネットワークアドレスが割り当てられている場合、スイッチはこのネットワー
クへのルートを最終的なルートと見なします。IPv4デフォルトネットワークアドレスを使用
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できない場合は、IPv4デフォルトゲートウェイアドレスが使用されます。IPv4デフォルト
ネットワークアドレスが設定された各ネットワークのルートは、デフォルトルート候補とし

てフラグが設定されます（ルートが使用可能な場合）。

スタティックルートの IP転送およびデフォルトネットワークの詳細を構成する場合は、デ
フォルトゲートウェイが有効であるか、または無効であるかに関係なく、これらの IPv4アド
レスが使用されます。これらの IPv4アドレスが設定されているにもかかわらず、使用できな
い場合、スイッチは代わりにデフォルトゲートウェイ IPv4アドレスを使用します（デフォル
トゲートウェイ IPv4アドレスが設定されている場合）。IPv4を使用している場合は、スイッ
チのすべてのエントリに IPv4アドレスを設定するようにしてください。

イーサネットインターフェイスが設定されている場合、スイッチは IPネットワークのゲート
ウェイルータを指していなければなりません。ホストはゲートウェイスイッチを使用して、

ゲートウェイにアクセスします。このゲートウェイスイッチは、デフォルトゲートウェイと

して設定されます。ゲートウェイスイッチと同じ VSANに接続されたファブリック内の別の
スイッチも、ゲートウェイスイッチを通して接続できます。この VSANに接続されたすべて
のインターフェイスに、ゲートウェイスイッチの VSAN IPv4アドレスを構成する必要があり
ます（次の図を参照）。

図 2 :オーバーレイ VSAN機能

上の図で、スイッチ Aの IPv4アドレスは 1.12.11.1、スイッチ Bの IPv4アドレスは 1.12.11.2、
スイッチCの IPv4アドレスは 1.12.11.3、スイッチDの IPv4アドレスは 1.12.11.4です。スイッ
チAはイーサネット接続されたゲートウェイスイッチです。NMSは IPv4アドレス 1.1.1.10を
使用して、ゲートウェイスイッチに接続しています。オーバーレイされたVSAN1内の任意の
スイッチに転送されるフレームは、ゲートウェイスイッチを通してルーティングされます。他

のスイッチにゲートウェイスイッチの IPv4アドレス（1.12.11.1）を設定すると、ゲートウェ
イスイッチはフレームを目的の送信先に転送できるようになります。同様に、VSAN内の非
ゲートウェイスイッチからイーサネット環境にフレームを転送する場合も、ゲートウェイス

イッチを通してフレームがルーティングされます。

転送がディセーブル（デフォルト）である場合、IPフレームはインターフェイス間で送信され
ません。このような場合、ソフトウェアは帯域内オプション（ファイバチャネルトラフィッ

クの場合）および mgmt0オプション（イーサネットトラフィックの場合）を使用して、2つ
のスイッチ間でローカルに IPルーティングを実行します。

VSAN作成時に、VSANインターフェイスは自動作成されません。インターフェイスは手動で
作成する必要があります。

IPサービスの設定
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IPv4アドレスを使用してデフォルトネットワークを構成するには、次のステップを実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# configure terminalステップ 1

デフォルトネットワークの IPv4アドレス
（190.10.1.0）を設定します。

switch(config)# ip default- network 190.10.1.0ステップ 2

ネットワークへの ipルートを定義します。switch(config)# ip route 10.0.0.0 255.0.0.0 131.108.3.4ステップ 3

ネットワーク 10.0.0.0へのスタティックルートをス
タティックデフォルトルートとして定義します。

switch(config)# ip default-network 10.0.0.0ステップ 4

IP over Fibre Channel
IP over Fibre Channel（IPFC）は、（ギガビットイーサネット mgmt 0インターフェイスを使用
した帯域外ではなく）ファイバチャネルインターフェイス経由の帯域内スイッチ管理での IP
転送を提供します。IPFCを使用すると、カプセル化を使用してファイバチャネル経由で IPフ
レームを伝送するように指定できます。IPフレームはファイバチャネルフレームにカプセル
化されるため、オーバーレイイーサネットネットワークを使用しなくても、ファイバチャネ

ルネットワーク上で NMS情報を伝達できます。

VSANインターフェイスを作成すると、その VSANの IPアドレスを指定できます。IPv4アド
レスまたは IPv6アドレスを指定できます。

CiscoMDS 9000ファミリスイッチで IPv6を設定する方法については、ギガビットイーサネッ
トインターフェイスでの IPv4の構成を参照してください。

このトピックには次のセクションを含みます。

IPFC設定
IPFCを設定するには、次の手順に従います。

1. 必要な場合、帯域内管理に使用する VSANを作成します。

2. VSANインターフェイスの IPv4アドレスとサブネットマスクを設定します。

3. IPv4ルーティングをイネーブルにします。

4. 接続を確認します。

IPサービスの設定
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VSANでの IPv4アドレスの構成
VSANインターフェイスを作成し、そのインターフェイスの IPv4アドレスを構成するには、
次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# configure terminalステップ 1

指定された VSAN（10）のインターフェイスを設定
します。

switch(config)# interface vsan 10ステップ 2

選択したインターフェイスの IPv4アドレスおよび
ネットマスクを設定します。

switch(config-if)# ip address 10.0.0.12 255.255.255.0ステップ 3

インターフェイスをイネーブルにします。switch(config-if)# no shutdownステップ 4

VSANインターフェイスの構成の確認
VSANインターフェイスの構成を確認するには、show interface vsanコマンドを使用します。

前に VSANインターフェイスを設定した場合のみ、このコマンドの出力を表示できます。（注）

switch# show interface vsan 1
vsan1 is down (Administratively down)
WWPN is 10:00:00:0c:85:90:3e:85, FCID not assigned
Internet address is 10.0.0.12/24
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit
0 packets input, 0 bytes, 0 errors, 0 multicast
0 packets output, 0 bytes, 0 errors, 0 dropped

IPv4ルーティングの有効化
デフォルトでは、IPv4ルーティング機能はすべてのスイッチで無効になっています。

IPv4ルーティング機能を有効にするには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPv4ルーティングを有効にします（デフォルトでは
無効）。

switch(config)# ip routingステップ 2

IPサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPv4ルーティングを無効にし、工場出荷時の設定に
戻します。

switch(config)# no ip routingステップ 3

次のタスク

IPv4ルーティング構成の確認

IPv4ルーティング構成を確認するには、show ip routingコマンドを使用します。

switch(config)# show ip routing
ip routing is enabled

IPFCの構成例
ここでは、IPFCの設定例について説明します。下の図に、ネットワークの例を示します。

ネットワーク例に次のリンクがあります。

• Switch_1は、mgmt 0インターフェイスによってメインネットワークに接続され、ISLに
よってファブリックに接続されています。

• Switch_2および Switch_3は、ISLによってファブリックに接続されていますが、メイン
ネットワークに接続されていません。

図 3 : IPFCのネットワーク例

手順

ステップ 1 ネットワーク例の Switch_1を構成するには、以下のステップを実行します。

a) VSANインターフェイスを作成し、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードを開始しま
す。
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switch_1# config t
switch_1(config)# interface vsan 1
switch_1(config-if)#

b) IPアドレスおよびサブネットマスクを設定します。
switch_1(config-if)# ip address 10.1.1.1 255.0.0.0

c) VSANインターフェイスを有効にし、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードを終了し
ます。

switch_1(config-if)# no shutdown
switch_1(config-if)# exit
switch_1(config)#

d) IPv4ルーティングを有効にします。
switch_1(config)# ip routing
switch_1(config)# exit
switch_1#

e) ルートを表示します。
switch_1# show ip route

Codes: C - connected, S - static

C 172.16.1.0/23 is directly connect, mgmt0
C 10.0.0.0./8 is directly connected, vsan1

ステップ 2 ネットワーク例の Switch_2を構成するには、以下のステップを実行します。

a) mgmt 0インターフェイスを有効にします。

（注）

コンソール接続を使用してこのスイッチを設定します。

switch_2# config terminal
switch_2(config)# interface mgmt 0
switch_2(config-if)# no shutdown
switch_2(config-if)# exit
switch_2(config)#

b) VSANインターフェイスを作成し、インターフェイスコンフィギュレーションを開始します。
switch_2# config terminal
switch_2(config)# interface vsan 1
switch_2(config-if)#

c) IPアドレスおよびサブネットマスクを設定します。
switch_2(config-if)# ip address 10.1.1.2 255.0.0.0

d) VSANインターフェイスを有効にし、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードを終了し
ます。

switch_2(config-if)# no shutdown
switch_2(config-if)# exit
switch_2(config)#

e) IPv4ルーティングを有効にします。

IPサービスの設定
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switch_2(config)# ip routing
switch_2(config)# exit
switch_2#

f) ルートを表示します。

switch_2# show ip route

Codes: C - connected, S - static

C 10.0.0.0./8 is directly connected, vsan1

g) Switch_1への接続を確認します。
switch_2# ping 10.1.1.1
PING 10.1.1.1 (10.1.1.1) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.618 ms
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.528 ms
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.567 ms

--- 10.1.1.1 ping statistics ---
3 packets transmitted, 3 received, 0% packet loss, time 4998 ms
rtt min/avg/max/mdev = 0.528/0.570/0.618/0.057 ms

ステップ 3 ネットワーク例の Switch_3を構成するには、以下のステップを実行します。

a) mgmt 0インターフェイスを有効にします。

（注）

コンソール接続を使用してこのスイッチを設定します。

switch_3# config terminal
switch_3(config)# interface mgmt 0
switch_3(config-if)# no shutdown
switch_3(config-if)# exit
switch_3(config)#

switch_3# config terminal
switch_3(config)# interface vsan 1
switch_3(config-if)#

b) IPアドレスおよびサブネットマスクを設定します。
switch_3(config-if)# ip address 10.1.1.3 255.0.0.0

c) VSANインターフェイスを有効にし、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードを終了し
ます。

switch_3(config-if)# no shutdown
switch_3(config-if)# exit
switch_3(config)#

d) IPv4ルーティングを有効にします。
switch_3(config)# ip routing
switch_3(config)# exit
switch_3#

e) ルートを表示します。
switch_3# show ip route

Codes: C - connected, S - static

IPサービスの設定
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C 10.0.0.0./8 is directly connected, vsan1

f) Switch_1への接続を確認します。
switch_3# ping 10.1.1.1
PING 10.1.1.1 (10.1.1.1) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=64 time=1.19 ms
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.510 ms
64 bytes from 10.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.653 ms

--- 10.1.1.1 ping statistics ---
3 packets transmitted, 3 received, 0% packet loss, time 2008 ms
rtt min/avg/max/mdev = 0.510/0.787/1.199/0.297 ms

IPv4スタティックルート
スタティックルーティングは、スイッチに IPv4ルートを設定するメカニズムです。複数のス
タティックルートを設定できます。

VSANに複数の出力点が存在する場合は、適切なゲートウェイスイッチにトラフィックが転送
されるように、スタティックルートを設定します。帯域外管理インターフェイスとデフォルト

VSAN間、または直接接続された VSAN間のゲートウェイスイッチでは、IPv4ルーティング
はデフォルトでディセーブルです。

ネットワーク構成で外部ルータが必要でない場合は、MDSスイッチに IPv4スタティックルー
ティングを設定できます。

IPv6スタティックルーティングを設定する手順については、ギガビットイーサネットイン
ターフェイスでの IPv4の構成を参照してください。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

IPv4スタティックルートの設定
IPv4スタティックルートを構成するには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

指定した IPv4アドレス、サブネットマスク、ネク
ストホップ、ディスタンス、およびインターフェイ

スについてスタティックルートを設定します。

switch(config)# ip route network IP address netmask
next hop IPv4 address distance number interface vsan
number

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# ip route 10.0.0.0 255.0.0.0
20.20.20.10 distance 10 interface vsan 1
switch(config)#

IPv4スタティックルート情報の確認
IPv4スタティックルートの構成を確認するには、show ip routeコマンドを使用します。

switch# show ip route configured
Destination Gateway Mask Metric Interface

default 172.22.95.1 0.0.0.0 0 mgmt0
10.1.1.0 0.0.0.0 255.255.255.0 0 vsan1
172.22.95.0 0.0.0.0 255.255.255.0 0 mgmt0

アクティブで接続されている IPv4スタティックルートを確認するには、show ip routeコマン
ドを使用します。

switch# show ip route

Codes: C - connected, S - static

Default gateway is 172.22.95.1

C 172.22.95.0/24 is directly connected, mgmt0
C 10.1.1.0/24 is directly connected, vsan1

IPルーティングステータスの表示

switch# show ip routing
ip routing is disabled

ARPの表示とクリア
Cisco MDS 9000ファミリスイッチの Address Resolution Protocol（ARP）エントリを表示、削
除、またはクリアできます。ARP機能はすべてのスイッチで有効になっています。

ARPテーブルを表示するには、show arpコマンドを使用します。

switch# show arp
Protocol Address Age (min) Hardware Addr Type Interface
Internet 171.1.1.1 0 0006.5bec.699c ARPA mgmt0
Internet 172.2.0.1 4 0000.0c07.ac01 ARPA mgmt0

ARPテーブルから 1つの ARPエントリを削除するには、構成モードで no arpコマンドを使用
します。

switch(config)# no arp 172.2.0.1

ARPテーブルからすべてのエントリを削除するには、clear arpコマンドを使用します。ARP
テーブルは、デフォルトでは空です。

switch# clear arp-cache

IPサービスの設定
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オーバーレイ VSAN
VSANでは、個別のファブリックサービスインスタンスを実行する複数の論理 SANを 1つの
大規模な物理ネットワーク上でオーバーレイすることにより、より大規模な SANを構成でき
ます。このようなファブリックサービスの分離によって、ファブリックの再設定やエラー状態

が個々のVSAN内に限定されるので、ネットワークの安定性が向上します。また、物理的に分
離された SANと同じように、各 VSANを隔離できます。トラフィックは VSAN境界を通過で
きず、デバイスは複数の VSANに属することはできません。VSANごとにファブリックサー
ビスのインスタンスが個別に実行されるため、各 VSANには独自のゾーンサーバーが設定さ
れ、VSAN機能を持たない SANとまったく同じ方法でゾーンを設定できます。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

オーバーレイ VSANの設定
オーバーレイ VSANを設定する手順は、次のとおりです。

1. ファブリック内のすべてのスイッチの VSANデータベースに、VSANを追加します。

2. ファブリック内のすべてのスイッチにVSAN用のVSANインターフェイスを作成します。
VSANに属するすべての VSANインターフェイスに、同じサブネットに属する IPアドレ
スが設定されます。IP側に IPFCクラウドへのルートを作成します。

3. ファイバチャネルファブリック内のスイッチごとに、NMSアクセスを提供するスイッチ
を指すデフォルトルートを設定します。

4. 次の図に示されるように、NMSを指すスイッチにデフォルトゲートウェイ（ルート）と
IPv4アドレスを構成します。
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図 4 :オーバーレイ VSANの構成例

上の図に示す管理インターフェイスを設定するには、イーサネットネットワークの IPv4アド
レスへのデフォルトゲートウェイを構成します。

（注）

次の手順では、1台のスイッチにオーバーレイVSANを設定します。この手順をファブリック
のスイッチごとに繰り返す必要があります。

1台のスイッチにオーバーレイVSANを構成するには（上の図を使用）、次のステップを実行
します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

VSANデータベースを設定します。switch(config)# vsan databaseステップ 2

ファイバチャネルファブリックのすべてのスイッ

チの VSANデータベースに VSANを定義します。
switch--config-vsan-db# vsan 10 name MGMT_VSANステップ 3

VSANデータベースモードを終了します。switch--config-vsan-db# exitステップ 4

VSANインターフェイス（VSAN10）を作成します。switch(config)# interface vsan 10ステップ 5

このスイッチに IPv4アドレスとサブネットマスク
を割り当てます。

switch(config-if)# ip address 10.10.10.0 netmask
255.255.255.0

ステップ 6

設定されたインターフェイスを有効にします。switch(config-if)# no shutdownステップ 7

EXECモードに戻ります。switch(config-if)# endステップ 8

スイッチを終了してNMSに戻ります。この例では、
NMSが、ファイバチャネルファブリックにアクセ

switch# exitステップ 9

スできるエッジのイーサネット管理インターフェイ

スの同じサブネット上に存在していることを前提と

しています。

次のタスク

上の図に表示されている NMSステーションを構成するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルファブリックにアクセスできるエッ

ジスイッチの管理インターフェイスを指す NMSのス
タティックルートを定義します。

nms# route ADD 10.10.10.0 MASK
255.255.255.0 172.22.93.74

複数の VSANの構成
複数のVSANを使用して、管理ネットワークを複数のサブネットに分割できます。アクティブ
インターフェイスは、イネーブルにするVSANインターフェイスのスイッチ上に存在している
必要があります。

複数の VSANを構成するステップは、次のとおりです。

1. ファブリック内の任意のスイッチの VSANデータベースに、VSANを追加します。
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2. ファブリック内の任意のスイッチに、該当するVSAN用のVSANインターフェイスを作成
します。

3. 対応する VSANと同じサブネットの各 VSANインターフェイスに、IPアドレスを割り当
てます。

4. ファイバチャネルスイッチおよび IPクラウド上で複数のスタティックルートを定義しま
す（次の図を参照）。

図 5 :複数の VSANの構成例

オーバーレイ VSANを構成するには（前の図の例を使用）、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

VSANデータベースを設定します。switch(config)# vsan databaseステップ 2

VSAN 10のすべてのスイッチの VSANデータベー
スに VSANを定義します。

switch-config-vsan-db# vsan 10 name
MGMT_VSAN_10

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

VSANデータベースコンフィギュレーションサブ
モードを終了します。

witch-config-vsan-db# exitステップ 4

VSAN 11のすべてのスイッチの VSANデータベー
スに VSANを定義します。

switch-config-vsan-db# vsan 11 name
MGMT_VSAN_11

ステップ 5

VSANデータベースコンフィギュレーションサブ
モードを終了します。

switch-config-vsan-db# exitステップ 6

VSAN10のインターフェイスコンフィギュレーショ
ンサブモードを開始します。

switch(config)# interface vsan 10ステップ 7

このインターフェイスに IPv4アドレスとサブネッ
トマスクを割り当てます。

switch(config-if)# ip address 10.10.10.0 netmask
255.255.255.0

ステップ 8

VSAN 10に設定したインターフェイスを有効にし
ます。

switch(config-if)# no shutdownステップ 9

VSAN 10インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 10

VSAN11のインターフェイスコンフィギュレーショ
ンサブモードを開始します。

switch(config)# interface vsan 11ステップ 11

このインターフェイスに IPv4アドレスとサブネッ
トマスクを割り当てます。

switch(config-if)# ip address 11.11.11.0 netmask
255.255.255.0

ステップ 12

VSAN 11に設定したインターフェイスを有効にし
ます。

switch(config-if)# no shutdownステップ 13

EXECモードに戻ります。switch(config-if)# endステップ 14

スイッチを終了して NMSに戻ります。この例で
は、NMSが、ファイバチャネルファブリックにア

switch# exitステップ 15

クセスできるエッジのイーサネット管理インター

フェイスの同じサブネット上に存在していることを

前提としています。

IPv4クラウドにアクセスできるエッジスイッチの
管理インターフェイスを指すNMSのスタティック
ルートを定義します。

NMS# route ADD 10.10.10.0 MASK 255.255.255.0
172.22.93.74

ステップ 16

ファイバチャネルファブリックにアクセスできる

エッジスイッチの管理インターフェイスを指す

NMS# route ADD 11.11.11.0 MASK 255.255.255.0
172.22.93.74

ステップ 17

NMSの VSAN 11のスタティックルートを定義し
ます。

サブネット11からサブネット10に到達するルート
を定義します。

switch# route 10.10.10.0 255.255.255.0 next_hop
11.11.11.35

ステップ 18
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DNSの設定
スイッチ上の DNSクライアントは DNSサーバと通信して、IPアドレスとネームサーバを対
応付けます。

DNSサーバーは、次のいずれかの理由で、2回試行されたあとに削除されることがあります。

• IPアドレスまたはスイッチ名が正しく設定されていない場合

•外的要因により（制御不可能な理由により）DNSサーバーに到達できない場合

Telnetホストにアクセスするときに、（何らかの理由により）DNSサーバーに到達できない場
合、スイッチログインプロンプトが表示されるまでの期間が長くなることがあります。この

場合は、DNSサーバーが正しく設定されていて、到達可能であることを確認してください。

（注）

DNSサーバを構成するには、次のステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPドメインネームシステム（DNS）ベースのホス
ト名からアドレスへの変換を有効にします。

switch(config)# ip domain-lookupステップ 2

（デフォルト）IPDNSベースのホスト名からアドレ
スへの変換を無効にし、出荷時のデフォルトに戻し

ます。

switch(config)# no ip domain-lookupステップ 3

非修飾ホスト名を完成するためのデフォルトのドメ

イン名機能を有効にします。ドメイン名を含まない

switch(config)# ip domain-name cisco.comステップ 4

IPホスト名（つまりドットのない名前）にはドット
と cisco.comが追加され、その後でホストテーブル
に追加されます。

（デフォルト）ドメイン名を無効にします。switch(config)# no ip domain-name cisco.comステップ 5

ip domain-listグローバル構成コマンドを使用して、
非修飾ホスト名を完成するためにデフォルトドメイ

switch(config)# ip domain-list harvard.edu or
switch(config)# ip domain-list stanford.edu or
switch(config)# ip domain-list yale.edu

ステップ 6

ン名のフィルタを定義します。このフィルタで最大

10個のドメイン名を定義できます。フィルタから名
前を削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

ドメインリストを設定していない場合は、ip
domain-nameグローバルコンフィギュレーション
コマンドで指定したドメイン名が使用されます。ド

メインリストを設定した場合、デフォルトのドメ

イン名は使用されません。ip domain-listコマンドは
ip domain-nameコマンドと似ていますが、ip
domain-listコマンドを使用すると、ドメインのリス
トを定義して、リストの順番でドメインが検索され

るところが異なっています。

定義したフィルタを削除し、出荷時のデフォルトに

戻します。デフォルトではドメインは設定されてい

ません。

switch(config)# no ip domain-listステップ 7

プライマリサーバーとして最初のアドレス

（15.1.0.1）およびセカンダリサーバーとして 2番
switch(config)# ip name-server 15.1.0.1
2001:0db8:800:200c::417a

ステップ 8

目のアドレス（2001:0db8:800:200c::417a）を指定し
ます。最大 6台のサーバーを設定できます。

（注）

または、（IPアドレスの代わりに）スイッチ名を使
用して DNSエントリを設定できます。設定したス
イッチ名が自動的に対応する IPアドレスを検索し
ます。

設定したサーバーを削除し、出荷時のデフォルトに

戻します。デフォルトではサーバーは設定されてい

ません。

switch(config)# no ip name-serverステップ 9

DNSホスト情報の表示
DNS設定を表示するには、show hostsコマンドを使用します（を参照）。

設定されたホストの詳細の表示

switch# show hosts
Default domain is cisco.com
Domain list: ucsc.edu harvard.edu yale.edu stanford.edu
Name/address lookup uses domain service

IPサービスの設定
20

IPサービスの設定

DNSホスト情報の表示



DNS機能のデフォルト設定
以下のテーブルに、 DNS機能のデフォルト設定を示します。

表 1 : DNSのデフォルト設定値

デフォルトパラメータ

ディセーブ

ル

ドメイン参照

ディセーブ

ル

ドメイン名

なしドメイン

なしドメインサーバー

6最大ドメインサー

バー
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